
学校火災・大地震・荒天など緊急時の対応基本計画 

益田市立美都中学校 

 学校火災 大地震 風水害 
消防車が出動し、１部屋
以上焼失した場合 

震度５以上で、土砂崩れ・校舎
損壊のおそれがある場合 

通学路が被災し、交通が不能と
なった場合 

登
校
中 

職員 

□メール・電話で家庭へ自

宅待機・下校を連絡す

る。 

□生徒の登校を待ち、安全

な場所へ一時避難させ

た後、下校させる。 

□通学路や地域の被害状況についての情報を収集する。 

□メール・電話で学校、自宅、指定避難場所の中で安全な場所へ避難

するように家庭へ連絡する。 

□生徒の登校を待ち、安全な場所へ一時避難させる。 

□メール・電話で学校待機の生徒を家庭へ連絡する。 

生徒 

□登校中に連絡を受けた

ら引き返し、自宅待機。 

□登校したら安全な場所

で一時待機し、バス等で

下校する。 

□学校、自宅、指定避難場所の中で安全な場所へ避難する。 

□バス通生は運転手の指示に従う。 

□登校したら安全な場所で一時待機する。 

保護
者 

□学校からの連絡を受け、

自宅待機させる。 

□学校からの連絡を受け、生徒の避難場所を確認する。 

□生徒が下校した場合は、自宅待機させる。 

在
校
中 

職員 

□メール・電話で家庭へ下

校を連絡する。 

□安全な場所で下校まで

待機させる。 

□通学路や地域の被害状況についての情報を収集する。 

□学校、指定避難場所の中で安全な場所へ避難し、待機させる。 

□メール・電話で家庭へ避難場所を連絡する。 

□自宅が安全な場合は、メール・電話で引き取りを要請する。 

生徒 
□安全な場所で待機後、バ

ス地等で下校する。 

□学校、指定避難場所の中で安全な場所へ避難し、待機する。 

□自宅が安全な場合は、保護者の引き取りにより下校する。 

保護
者 

□学校からの連絡を受け、

自宅待機させる。 

□学校からの連絡を受け、生徒の避難場所を確認する。 

□自宅が安全な場合、学校からの要請を受け、可能ならば引き取り

を行う。 

下
校
中 

職員 

□メール・電話で家庭へ対

応を連絡する。 

□メール・電話で学校、自宅、指

定避難場所の中で安全な場所

へ避難するように連絡する。 

□学校へ引き返す生徒を待ち、安

全な場所へ一時避難させる。 

□メール・電話で学校待機の生徒

を連絡する。 

□通学路や地域の被害状況につ

いての情報を収集する。 

□通学路や地域の被害状況につ

いての情報を収集しておく。 

□極力生徒自身で下校させず、学

校・指定避難場所で待機させ

る。 

□学校へ引き返す生徒がいる場

合、安全な場所へ避難させる。 

□メール・電話で学校待機の生徒

を連絡する。 

生徒 

□そのまま下校する。 □学校、自宅、指定避難場所の中

で安全な場所へ避難する。 

□バス通生は運転手の指示に従

う。 

□学校へ引き返した生徒は安全

な場所で一時待機する。 

□自身による下校をせず、学校・

指定避難場所で待機する。 

□バス通生で下校途中の場合は

運転手の指示に従う。 

□学校へ引き返した生徒は安全

な場所で待機する。 

保護
者 

□学校からの連絡を受け、

自宅待機させる。 

□学校からの連絡を受け、生徒の

避難場所を確認する。 

□生徒が下校した場合は、自宅待

機させる。 

□学校からの連絡を受け、生徒の

避難場所を確認する。 

□生徒が下校した場合は、自宅待

機させる。 

在
宅
中 

職員 
□メール・電話で家庭へ対

応を連絡する。 

□通学路や地域の被害状況についての情報を収集する。 

□メール・電話で家庭へ対応を連絡する。 

□生徒の避難場所を確認する。 

生徒 □自宅に待機する。 □自宅待機、必要に応じて指定避難場所へ避難する。 

保護
者 

□学校からの連絡を受け、

対応する。 

□自宅待機、必要に応じて指定避難場所へ避難する。 

□学校からの連絡を受け、対応する。 

□学校へ避難場所を連絡する。 

共
通 

職員 □情報を携帯サイトにのせる。 
保護
者 

□情報を携帯サイトで確認する。 

 
 


